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犠
中
小
河
川
と
災
害
対
策

　
去
る
6
月
2
8
日
、
本
土
を
か
す
め
た
台
風
四
号

は
、
山
手
地
区
で
の
中
小
河
川
沿
岸
に
、
大
き
な

災
害
を
も
た
ら
し
た
。

　
世
田
谷
区
の
受
け
た
被
害
は
、
家
屋
の
流
出
一
、

倒
壊
一
、
床
上
浸
水
五
六
二
、
床
下
浸
水
二
、
七

五
三
と
い
う
大
き
な
も
の
で
、
特
に
、
給
田
、
烏

山
、
喜
多
見
方
面
が
ひ
ど
く
、
濁
流
に
人
が
の
ま

れ
、
家
屋
の
被
害
が
続
出
し
た
。

　
こ
の
台
風
で
の
問
題
は
、
小
さ
な
河
川
の
は
ん

ら
ん
だ
っ
た
。
宅
地
化
に
追
い
つ
か
な
い
中
小
河

川
整
備
の
立
ち
お
く
れ
と
、
下
水
道
施
設
の
不
備

を
つ
か
れ
た
「
都
市
災
害
」
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
原
因
に
対
し
て
ど
ん
な
手

が
打
た
れ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
世
田
谷
区
は
、

中
小
河
川
の
改
修
に
つ
い
て
、
同
じ
悩
み
を
持
つ

市
、
区
が
ま
と
ま
っ
て
、
「
東
京
中
小
河
川
改
修
促

進
連
盟
」
を
結
成
し
、
早
く
か
ら
国
、
都
に
訴
え

続
け
て
き
た
。

　
こ
れ
に
こ
た
え
て
都
は
、
よ
う
や
く
昭
和
39
年

か
ら
「
中
小
河
川
整
備
緊
急
三
ケ
年
計
画
」
（
世
田

谷
の
場
合
、
野
川
、
仙
川
、
呑
川
が
こ
の
対
象
に

な
っ
て
い
る
）
に
よ
り
改
修
に
着
手
し
、
こ
れ
ら

の
河
川
を
一
時
間
当
り
50
ミ
リ
（
台
風
四
号
は
一

時
間
当
り
2
6
ミ
リ
）
の
降
雨
に
耐
え
る
も
の
に
す

る
と
い
う
が
、
そ
の
進
み
ぐ
あ
い
は
、
完
成
年
度

に
当
た
る
現
在
、
目
標
の
半
分
に
も
達
し
て
い
な

い
。

　
さ
ら
に
下
水
道
に
お
い
て
は
、
毎
年
「
早
期
実

現
」
を
要
望
し
て
い
る
が
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
区

内
に
ふ
設
さ
れ
る
か
見
当
も
つ
か
な
い
あ
り
さ
ま

で
あ
る
。

　
こ
の
中
小
河
川
の
整
備
は
、
も
は
や
単
な
る
応

急
工
事
と
い
っ
た
考
え
で
は
な
く
、
近
郊
地
域
の

公
共
施
設
整
備
、
こ
と
に
下
水
道
フ
設
の
長
期
的

都
市
計
画
と
も
関
連
す
る
問
題
と
し
て
、
江
東
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
同
様
に
国
の
積
極

的
な
政
策
を
求
め
、
都
、
関
係
市
区
が
一
体
と
な

っ
て
、
計
画
の
立
て
直
し
と
、
事
業
の
促
進
を
強

力
に
進
め
る
こ
と
が
絶
対
に
必
要
と
な
っ
て
き
た
。

　
今
後
の
台
風
に
備
え
て
、
当
面
危
険
な
こ
れ
ら

河
川
の
改
修
を
急
ぎ
、
そ
れ
と
あ
わ
せ
て
整
備
計

画
の
あ
と
回
し
に
な
っ
て
い
る
河
川
・
用
水
は
、

さ
ら
に
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る
実
情
な
の
で
、
護

岸
、
底
下
げ
工
事
な
ど
の
有
効
な
対
策
を
急
ぎ
講

ず
る
よ
う
国
、
都
に
対
し
工
事
の
促
進
を
強
く
要

請
し
た
。

　
一
方
、
こ
の
災
害
発
生
に
際
し
て
世
田
谷
区
は

全
機
能
を
あ
げ
て
被
災
地
域
の
救
援
活
動
を
行
な

っ
た
。
し
か
し
被
害
が
続
出
す
る
に
つ
れ
、
被
災

者
の
要
望
に
応
じ
き
れ
ず
非
難
の
声
も
強
か
っ
た
。

こ
れ
は
異
例
の
豪
雨
と
は
い
え
、
数
年
来
何
回
か

災
害
に
見
ま
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
計
画
的

な
対
策
に
欠
け
て
お
り
、
救
援
、
応
急
活
動
が
後

手
に
回
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
世
田
谷
区
議
会
で
は
、
今
回
の
水
害
に
つ
い
て

本
会
議
を
開
き
、
出
水
に
よ
る
被
害
は
住
民
の
生

命
、
財
産
に
も
影
響
す
る
と
こ
ろ
が
き
わ
め
て
大

き
い
の
で
、
溝
の
流
れ
の
悪
い
個
所
の
改
修
は
も

ち
ろ
ん
、
河
川
・
用
水
整
備
に
つ
い
て
も
、
区
独

自
の
対
策
に
本
腰
を
入
れ
る
べ
き
だ
と
区
長
に
要

望
し
た
。

　
世
田
谷
区
と
し
て
は
、
こ
れ
を
契
機
に
、
い
か

な
る
事
態
に
も
対
処
で
き
る
水
防
行
政
を
確
立
す

る
こ
と
を
大
き
な
課
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。



8月1日世田谷区議会だより

欝
会
役
員
を
改
選

　
正
副
議
長
、
議
員
選
出
監
査
委
員
が
辞
任

し
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
後
任
を

選
び
ま
し
た
。

　
な
お
、
各
常
任
・
特
別
委
員
会
の
委
員
も

3
ぺ
ー
ジ
の
よ
う
に
か
わ
り
ま
し
た
。

●
議
長
・
副
議
長

　
　
議
長
　
梶
山
正
二
（
自
）

　
　
副
議
長
　
　
大
高
定
左
右
　
　
（
自
）

●
監
査
委
員

　
　
藤
島
ナ
ツ
子
（
自
）
志
茂
京
子
（
社
）

●
農
業
委
員
の
定
数
条
例
曾
成
全
員
）

　
区
内
の
農
業
者
数
が
減
っ
た
た
め
、
農
業

委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
（
1
6
名
）
の
選
挙

区
を
、
二
つ
か
ら
一
つ
に
す
る
も
の
。

●
特
別
区
税
条
例
一
部
改
正
の

　
　
　
　
　
　
　
専
決
処
分
（
賛
成
全
員
）

　
区
長
が
専
決
処
分
し
た
た
め
、
あ
ら
た
め
、

て
議
会
の
承
認
を
求
め
る
も
の
。

　
主
な
改
正
点
は
、
障
害
者
な
ど
の
非
課
税

範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
や
、
身
体
障
害
者
に

対
す
る
軽
自
動
車
税
の
減
免
規
定
を
、
新
た

に
設
け
た
こ
と
な
ど
で
す
。

鱈
慧
麟
鱗
　
　
闘
翻
醐
醗
”

母
子
寮
・

一
v
ゾ

●
＼

保
育
園
の
工
事
契
約
な
ど

二
十
九
件
を
可
決

議
員
定
数
も
五
十
五
人
に

　
6
月
2
2
日
の
本
会
議
で
は
、
会
期
（
9
日

間
）
を
き
め
、
区
政
に
関
す
る
各
党
の
一
般

質
問
が
行
な
わ
れ
、
引
き
続
き
二
十
八
件
の

案
件
が
区
長
よ
り
、
ま
た
、
議
員
の
提
出
議

案
一
件
も
そ
れ
ぞ
れ
提
出
さ
れ
て
、
各
委
員

会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
6
月
3
0
日
の
最
終
日
に
は
、
こ
れ
ら
の
案

件
に
つ
い
て
、
各
委
員
会
で
審
議
し
た
経
過

と
結
果
が
報
告
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
に
な

り
ま
し
た
。

●
水
防
ま
た
は
応
急
措
置
の
業
務
に
従
事
し

　
た
者
の
損
害
補
償
に
関
す
る
条
例
喬
成
多
数
）

　
政
令
の
一
部
改
正
に
よ
っ
て
、
い
ま
ま
で

の
一
時
金
を
中
心
と
し
た
補
償
か
ら
、
年
金

を
中
心
と
し
た
補
償
と
な
る
た
め
、
条
例
の

全
部
を
改
正
す
る
も
の
。

●
区
立
保
養
所
条
例
（
賛
成
全
員
）

　
区
民
や
職
員
の
福
祉
を
は
か
る
た
め
に
建

設
中
の
保
養
所
（
箱
根
足
柄
荘
）
が
、
近
く
完
成
す

る
の
で
、
そ
の
利
用
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算
第
二
次
養
成
多
数
）

　
い
ま
ま
で
の
選
挙
人
名
簿
を
、
永
久
選
挙

人
名
簿
に
改
め
る
た
め
の
一
斉
調
査
に
要
す

る
費
用
四
八
九
万
五
、
○
○
○
円
を
計
上
し
、

ま
た
、
本
年
度
内
に
支
出
が
終
ら
な
い
見
込

み
の
林
間
学
園
建
設
事
業
費
六
、
九
九
一
万

一
．
、
○
○
○
円
を
、
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

●
玉
川
支
所
庁
舎
会
館
等

　
　
　
　
　
新
築
の
請
負
契
約
（
賛
成
全
員
）

、
老
朽
化
し
た
玉
川
支
所
庁
舎
を
鉄
筋
化
す

る
と
と
も
に
、
区
民
会
館
・
結
婚
式
場
・
集

会
場
な
ど
も
あ
わ
せ
て
建
設
す
る
も
の
。

　
契
約
金
額
二
億
七
〇
〇
万
円
、
契
約
相
手

清
水
建
設
、
工
期
昭
和
42

年
7
月
1
5
日
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地
下
一
階
地
上
四
階
建
。

　
こ
の
ほ
か
、
電
気
設
．
備
を
三
、
七
五
〇
万

円
で
日
本
電
設
工
業
と
、
冷
暖
房
換
気
設
備

を
四
、
七
四
五
万
円
で
栗
田
工
業
と
そ
れ
ぞ

れ
請
負
契
約
を
結
ぶ
議
案
も
議
決
し
ま
し
た
。

●
上
北
沢
・
千
歳
母
子
寮
及
び
上
北
沢
保
育

園
改
築
の
請
負
契
約
（
賛
成
全
員
）

　
都
か
ら
移
管
の
母
子
寮
が
老
朽
化
し
て
い

る
た
め
、
保
育
園
と
あ
わ
せ
建
設
す
る
も
の
。

　
契
約
金
額
七
、
一
八
八
万
円
、
契
約
相
手

太
平
建
設
、
工
期
昭
和
4
2
年
3
月
25

日
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
棟

●
区
立
林
間
学
園
新
築
の
請
負
契
約
（
賛
成
全
員
）

　
区
内
の
学
童
の
集
団
訓
練
の
場
と
し
て
、

山
梨
県
河
口
湖
畔
に
建
設
す
る
も
の
。

　
契
約
金
額
一
億
八
○
○
万
円
、
契
約
相
手

甲
府
市
葵
建
設
、
工
期
昭
和
4
2
年
6
月
価
日
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
二
棟
。

●
中
丸
小
学
校
屋
体
・
プ
ー
ル
併
設

　
　
　
　
　
の
新
築
請
負
契
約
（
賛
成
全
員
）

　
花
見
堂
小
学
校
に
続
い
て
二
番
目
の
屋
体
・

プ
ー
ル
併
設
で
、
校
地
の
狭
い
学
校
に
建
設

す
る
も
の
。

　
契
約
金
額
三
、
四
七
〇
万
円
、

門
脇
建
設
、
工
期
昭
和
4
2
年
2
月
1
5
日
、

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
三
階
建
。

●
祖
師
谷
第
二
小
学
校

　
　
　
　
　
新
築
の
講
負
契
約
（
賛
成
全
員
）

契
約
相
手鉄

　
祖
師
谷
地
区
の
児
童
急
増
対
策
と
し
て
、

祖
師
谷
二
の
八
九
五
番
地
に
建
設
す
る
も
の
。

　
契
約
金
額
五
、
九
〇
〇
万
円
、
契
約
相
手

協
栄
組
、
工
期
昭
和
4
2
年
3
月
2
0
日
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
校
舎
一
棟
。

●
瀬
田
小
学
校
改
築
の
請
負
契
約
（
賛
成
全
員
）

　
十
二
教
室
の
改
築
を
行
な
う
も
の
。

　
契
約
金
額
三
、
四
〇
九
万
円
、
契
約
相
手

東
波
建
設
、
工
期
昭
和
4
2
年
3
月
1
5
日
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
校
舎
．
一
棟
。

（
こ
の
ほ
か
、
小
中
学
校
あ
わ
せ
て
八
十
教

室
の
増
改
築
が
そ
れ
ぞ
れ
契
約
さ
れ
ま
す
）

●
新
し
い
住
居
表
示
の
実
施
区
域
（
賛
成
多
数
）

　
○
現
在
の
若
林
町
、
太
子
堂
町
、
世
田
谷

　
一
丁
目
の
各
一
部
を
、
若
林
一
～
四
丁
目
と

す
る
。
実
施
は
昭
和
4
1
年
10
月
1
5
日
。

　
○
現
在
の
弦
巻
町
一
～
三
丁
目
、
上
馬
町

二
・
三
丁
目
、
世
田
谷
一
・
四
丁
目
、
新
町

三
丁
目
の
各
↓
部
を
、
弦
巻
一
～
五
丁
目
と

・
す
る
。
実
施
は
昭
和
41
年
1
0
月
1
日
。

　
○
現
在
の
世
田
谷
三
丁
目
、
上
北
沢
町
τ

二
丁
目
の
各
一
部
と
赤
堤
町
二
丁
目
の
全
部

を
、
桜
上
水
一
～
五
丁
目
と
し
、
上
北
沢
町

二
・
三
丁
目
の
各
一
部
を
、
上
北
沢
一
～
五

丁
目
と
す
る
。
実
施
は
昭
和
4
1
年
10
月
1
日
。

●
区
議
会
議
員
定
数
条
例
の

　
　
　
　
　
　
　
　
一
部
改
正
（
賛
成
多
数
）

　
現
在
の
区
議
会
議
員
定
数
四
十
五
名
を
、

五
十
五
名
に
改
め
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
こ
の
改
正
条
例
案
は
、
自
民
党
議
員
の
二

十
四
名
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
審
議
に

あ
た
っ
た
総
務
財
政
委
員
会
は
、
議
案
の
重

要
性
か
ら
住
民
の
意
思
や
学
識
経
験
者
の
意

見
を
聞
い
て
審
議
の
適
正
を
は
か
る
た
め
、

公
聴
会
を
開
き
ま
し
た
。

（
世
田
谷
区
議
会
が
公
聴
会
を
開
い
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
）

　
公
聴
会
の
公
述
人
は
次
の
よ
う
な
人
で
す
。

　
氏
　
名
　
　
職
　
　
業
　
賛
否

望
月
　
信

勝
俣
久
作

石
野
詳
満
子

吉
見
照
子

赤
岩
勝
美

藤
田
義
郎

大
学
教
授

予
備
校
副
校
長

研
究
団
体
理
事

新
聞
論
説
委
員

　
各
党
の
態
度

　
　
（
自
民
党
）
　
昭
和
2
6
年
に
き
め
た
定
数

で
は
よ
り
よ
い
民
意
の
反
映
が
で
き
な
い
。

自
治
法
に
定
め
ら
れ
た
最
大
限
の
六
十
名
と

す
る
こ
と
は
望
ま
し
い
が
、
今
後
の
世
田
谷

区
の
発
展
を
考
え
、
余
力
を
残
し
て
五
十
五

名
が
適
当
で
あ
る
。

　
　
（
社
会
党
）
　
世
田
谷
区
は
人
口
増
に
伴

う
予
算
、
事
業
量
の
増
と
い
う
特
殊
事
情
が

あ
る
か
ら
、
よ
り
活
発
な
議
員
活
動
を
期
待

し
て
報
酬
を
引
き
上
げ
る
と
い
う
の
が
審
議

会
の
答
申
で
あ
っ
た
。
答
申
尊
重
の
立
場
か

ら
定
数
増
に
は
反
対
で
あ
る
。

　
（
公
明
党
）
　
民
意
の
反
映
、
新
人
の
進

出
か
ら
定
数
増
は
望
ま
し
い
が
、
経
費
節
減

の
点
か
ら
十
名
増
に
反
対
し
、
五
名
増
が
妥

当
で
あ
る
。

　
（
共
産
党
）
　
地
方
自
治
を
守
る
立
場
か

ら
、
，
議
員
定
数
は
許
さ
れ
た
最
大
限
の
六
十

名
に
す
べ
き
だ
。
五
十
五
名
案
は
、
問
題
の

本
質
を
あ
い
ま
い
に
さ
せ
る
の
で
反
対
で
あ

る
。

●
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
喪
成
多
数
）

　
低
額
所
得
者
に
対
す
る
保
険
料
の
減
額
対

象
範
囲
を
拡
大
す
る
も
の
。

●
青
少
年
問
題
協
議
会
条
例

　
　
　
　
　
　
　
の
一
部
改
正
（
賛
成
多
塾

　
こ
の
条
例
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
法
律
が

改
正
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
根
拠
法
の
名
称
と

適
用
条
文
の
字
句
を
改
め
る
も
の
。

●
公
園
条
例
の
一
部
改
正
養
成
多
数
）

　
世
田
谷
公
園
内
に
臨
時
売
店
を
新
設
す
る

の
で
、
そ
の
使
用
料
な
ど
規
定
の
整
備
を
は

か
る
も
の
。

●
児
童
遊
園
条
例
の
一
部
改
正
（
賛
成
全
息

　
新
た
に
松
原
児
童
遊
園
（
松
原
一
丁
目
三

番
七
号
）
・
北
沢
五
丁
目
児
童
遊
園
（
北
沢

五
丁
目
十
三
番
三
号
）
・
東
玉
川
児
童
遊
園

（
東
玉
川
町
一
二
二
番
地
）
を
そ
れ
ぞ
れ
設

置
す
る
た
め
の
も
の
。

●
新
た
に
認
定
し
た
区
道
（
賛
成
全
員
）

）
1
5
・
5
5
7
0
5
6
5
5
4

延長（m

　　　80．8

1，346．4

　　121．4

　　109．5

　　122．1

　　104，9

　　95．2

　　111．5

　　106．9

　　197．6

2，396．7

2

　　所　　在　　地

弦巻1丁目14

経堂町580～869

世田谷5丁目3，128－3，137

玉川用賀町3丁目54～55

新町2丁目414～416

深沢田丁3丁目57

玉川等々力町2丁目35～36

成城町529
藩合田田丁603～605

烏山町966

計

／

ノ



8月1日世田谷区議会だより

　
8
月
1
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
「
車
両
制
限

令
」
で
廃
止
の
予
定
だ
っ
た
区
内
の
バ
ス
路

線
が
、
陸
運
局
、
警
視
庁
、
都
・
区
当
局
か

ら
な
る
対
策
協
議
会
が
協
議
の
結
果
、
当
面
、

一
方
通
行
に
よ
る
う
回
方
式
や
、
車
幅
制
限

な
ど
の
方
法
に
よ
り
、
運
行
が
続
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
区
議
会
が
交
通
対
策
委
員

会
を
中
心
に
何
度
も
関
係
行
政
機
関
に
は
た

ら
喜
か
け
て
得
た
成
果
と
云
え
ま
す
。
・

　
こ
う
し
た
方
法
が
と
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

新
た
な
問
題
と
し
て
、
う
回
道
路
が
学
童
通

学
路
に
影
響
す
る
個
所
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設

置
や
、
舗
装
改
装
、
側
溝
に
フ
タ
を
す
る
な

ど
、
安
全
施
設
を
急
い
で
整
備
す
る
必
要
が

生
じ
て
き
た
の
で
、
こ
れ
ら
を
実
施
さ
せ
る

こ
と
に
し
ま
し
た
Q

　
し
か
し
根
本
的
な
解
決
に
は
道
路
の
拡
幅

整
備
が
絶
対
条
件
な
の
で
、
区
議
会
は
引
き

続
き
こ
の
問
題
に
取
り
組
み
、
さ
ら
に
大
き

な
成
果
を
得
よ
う
と
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
世
田
谷
区
内
七
か
所
の

　
運
行
方
法
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り

△
経
堂
駅
－
仙
川
駅
間
の
路
線
は
、
仙
川
発

の
バ
ス
が
、
恵
泉
女
学
園
手
前
で
折
返
し
と

な
る
。
し
た
が
っ
て
経
堂
駅
－
恵
泉
女
学
園

間
の
バ
ス
は
通
ら
な
い
。

（
世
田
谷
区
で
は
、
現
在
経
堂
駅
北
側
に
、

新
道
の
建
設
に
着
手
、
二
年
計
画
で
完
成
さ

せ
、
バ
ス
を
経
堂
駅
ま
で
乗
り
入
れ
で
き
る

よ
う
に
す
る
）

△
経
堂
駅
－
東
京
駅
南
口
間
の
バ
ス
は
、
上

町
駅
－
宮
の
坂
駅
間
を
一
方
通
行
と
す
る
。

復
路
は
、
経
堂
駅
ー
宮
の
坂
駅
ー
世
田
谷
城

趾
公
園
と
う
回
路
を
通
り
、
上
町
駅
で
現
行

路
線
に
結
ぶ
（
図
1
）

は
、
梅
丘
駅
付
近
道
路
約
二
〇
〇
M
の
道
幅

が
六
・
四
層
と
狭
い
、
そ
こ
で
一
般
車
両
の

侵
入
禁
止
な
ど
の
方
法
を
と
る
。
こ
の
区
間

は
、
待
避
所
を
つ
く
り
、
誘
導
要
員
を
配
置

し
て
、
現
在
の
運
行
を
続
け
る
。

△
三
軒
茶
屋
－
目
黒
駅
聞
の
バ
ス
は
、
日
大

医
学
部
ー
世
田
谷
福
祉
事
務
所
－
三
軒
茶
屋

－
中
里
駅
i
明
治
薬
科
大
と
一
方
通
行
の
適

用
で
う
回
し
て
、
日
大
医
学
部
前
で
現
行
の

路
線
に
復
帰
す
る
（
図
2
）

△
三
軒
茶
屋
－
新
宿
問
を
往
復
す
る
バ
ス
は

三
軒
茶
屋
i
下
北
沢
間
の
折
返
し
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
下
北
沢
－
新
宿
駅
間
は
廃
止
。

△
成
城
学
園
前
駅
－
鳥
山
－
下
本
宿
間
の
バ

ス
は
、
塚
戸
小
－
祖
師
谷
大
蔵
駅
間
が
、
大

型
車
の
対
面
交
通
が
禁
止
さ
れ
た
。
　
（
普
通

自
動
車
は
現
行
ど
お
り
通
れ
る
）
そ
こ
で
鳥

山
方
面
か
ら
の
バ
ス
は
、
千
歳
農
協
ー
祖
師

谷
大
蔵
駅
－
成
城
学
園
前
駅
を
通
り
、
復
路

は
、
世
田
谷
工
業
高
校
－
千
歳
高
校
を
経
る

う
回
路
を
通
り
、
千
歳
農
協
前
で
現
在
の
路

委貝会名 交通対策 特別区制調査 総合グランド建設 庁舎建設

審査事項 1区内道蹄の交通

安全対策について

2区内交通機関対

策について

区畏公選制の復活

を主軸とする特別

区の自治権拡充に

ついて

総合グランドの建

設について

第二庁舎及び玉川

砧庁舎会館建設に

について

委　員　畏 山田俊一（社） 中田史郎（共） 佐藤　順（自） 追田参誰（公）

副委貝長 小島哲郎（自）

野地喜久次（公）

高橋政見（自）

竹田　茂（社〉

鎌田鍬太郎（自）

川村正治（共）

亀井重光（自）

佐々木康祐（公

委　　　貝 広瀬猛夫（自）

山ロ正光（自）

亀井重光（自）

岩城庄太郎（自）

中村大吉（自）

相沢　要（社）

西村多吉（公）

門田昌子（共）

笠原吉五郎（自）

星　照次（自）

梶山正二（自）

石塚　玄（自）

大千代子（自）

志茂京子（社）

戸田重智（公）

細川宗源（自）

門井一郎（自）

大高定左右（自）

藤島ナツ子（自）

森田キミ（社）

佐藤正男（社）

武井留治（公）

渡辺　亘（自）

小山雄央（自

横山　浩（自

松原知治（自

菅沼元治（自

鈴木新＋郎（社

足立文夫（社

松本金次郎（共

捻懸寺雌L．

述罠斑

小
，
田急線　成城警察

騨　　　　　祖師谷却

線
に
も
ど
り
通
る
こ
と
に
な
っ
た
。
（
図
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
　
宿
　
蔵

駁ー

湘
、
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
至

△
鳥
山
中
学
－
国
学
院
の
バ
ス
は
、
交
通

量
が
比
較
的
少
な
い
。
現
行
の
ま
ま
運
行
を

続
け
る
。

委貝会名 総務財政 厚生経済 建　　　設 文　　　教

受持事項 総務部、税務経理

部に関する事項並

ぴに他の委貝会に

属しない事項

区民部及ぴ厚生音

に関する事項

土木部及ぴ建築部

に関する事項

教育委員会に関す

る事項

委　貝　長 小山雄央（自） 石塚　玄（自） 西村多吉（公） 渡辺　亘（自）

副委貝長 山口正光（自）

相沢　要（社）

広瀬猛夫（自）

佐藤正男（社）

亀井重光（自）

門田昌子（共）

横山　浩（自）

戸田重智（公〉

委　　　員 高橋政見（自）

細川宗源（自）

岩城庄太郎（自）

梶山正二（自）

中村大吉（自）

足立文夫（社）

佐々木康祐（公）

武井留治（公）

中田史郎（共）

笠原吉五郎（自）

佐藤　順（自）

大高定左右（自）

大　千代子（自）

竹田　茂（社）

野地喜久次（公）

松本金次郎（共）

鎌田鍬太郎（自）

石井欽三（自）

小島哲郎（自）

菅沼元治（自）

鈴木新十郎（社）

山田俊一（社）

迫田参雄（公）

星　照次（自）

松原知治（自）

門井一郎（自）

藤島ナッ子（自）

森田キミ（社）

志茂京子（社）

川村正治（共）

煮
見
書
要
望
書

　
　
　
水
害
対
策
に
関
す
る

　
6
月
3
0
日
開
か
れ
た
本
会
議
で
、
台
風
4

号
に
よ
る
災
害
対
策
に
つ
い
て
区
長
に
要
望

し
ま
し
た
。
お
も
な
も
の
は
、
つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
。

○
中
小
河
川
の
改
修
を
急
い
で
進
め
、
公
共

溝
渠
は
し
っ
か
り
管
理
し
、
流
れ
を
よ
く
し

て
お
く
こ
と
。

○
ふ
だ
ん
か
ら
防
災
計
画
を
よ
く
練
り
、
避

難
先
な
ど
は
は
っ
き
り
決
め
て
お
き
、
必
要

な
道
具
を
整
備
配
置
し
て
お
く
こ
と
。

○
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
早
目
に
対
策
本

部
を
設
け
、
消
防
、
警
察
な
ど
へ
は
い
つ
で

も
連
絡
を
と
れ
る
よ
う
に
し
て
お
く
べ
き
で

あ
る
。

○
被
災
地
域
、
避
難
住
民
に
対
し
て
は
適
切

な
救
援
体
制
を
と
り
、
食
糧
、
飲
料
水
は
完

全
に
供
給
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
。

○
井
戸
水
の
水
質
検
査
、
診
療
活
動
は
早
急

に
区
が
直
接
行
な
い
、
完
全
な
防
疫
消
毒
体

制
を
し
く
こ
と
。

○
災
害
が
生
じ
た
ら
、
区
の
対
策
を
早
目
に

よ
く
知
ら
せ
て
区
民
の
不
安
を
な
く
す
こ
と
。

○
罹
災
者
に
対
す
る
見
舞
は
早
急
に
行
な
う

こ
と
。

○
東
名
道
工
事
個
所
か
ら
の
は
ん
ら
ん
、
甲

州
街
道
バ
イ
パ
ス
下
の
洪
水
、
河
川
改
修
が

未
完
成
に
よ
る
被
害
な
ど
は
、
国
、
都
に
責

任
が
あ
る
。
罹
災
者
に
対
す
る
見
舞
金
、
区

の
災
害
対
策
に
要
し
た
経
費
の
財
源
措
置
を

強
く
要
求
す
べ
き
で
あ
る
。

3

　　●委員会のメンバーが変わりました

○常任委貝会

○特別委員会
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氏
恵
試

愈
　
　
　
　
議
員
を
五
十
五
名
に
ふ
や
そ
う
と
い
う
こ

　
　
　
　
と
に
つ
い
て
の
公
聴
会
で
の
公
述
人
の
意

　
　
　
　
見
は
、
あ
ら
ま
し
次
の
と
お
り
で
す
。

望
月
信
氏
－
反
対
－

　
昭
和
3
9
年
に
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
が
物

価
上
昇
率
を
大
幅
に
上
回
る
報
酬
引
き
上
げ

を
答
申
し
た
際
、
そ
の
理
由
を
議
員
の
数
に

比
し
て
人
口
が
多
く
仕
事
が
多
い
と
い
う
世

田
谷
区
の
特
殊
事
情
に
も
と
め
た
。

　
い
ま
こ
こ
で
同
じ
理
由
に
よ
り
定
数
増
を

は
か
る
こ
と
は
、
住
民
に
対
す
る
道
義
的
背

信
行
為
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
議
員
の
数
を
ふ
や
す
こ
と
と
、
自
治
権
拡

充
の
基
本
点
で
あ
る
区
長
公
選
、
事
務
事
業

の
区
移
管
、
人
事
権
・
予
算
権
の
拡
充
と
は

理
論
的
に
結
び
つ
か
な
い
。

　
定
数
増
を
は
か
る
な
ら
、
審
議
会
を
設
け

て
進
ん
で
活
動
の
実
態
調
査
を
受
け
て
か
ら

決
定
す
べ
き
だ
。

勝
俣
久
作
氏
ー
賛
成
－

　
定
数
を
四
十
五
人
と
し
た
昭
和
2
6
年
に
比

べ
、
人
口
は
三
十
四
万
の
増
、
予
算
規
模
は

約
十
三
倍
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
間

事
務
事
業
の
移
管
も
あ
り
、
当
時
の
ワ
ク
を

’
き
き

そ
の
ま
ま
は
め
て
お
く
こ
と
は
妥
当
で
な
い

し
、
二
十
三
区
を
見
回
し
て
も
こ
ん
な
極
端

な
押
え
か
た
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

　
今
回
こ
れ
を
是
正
し
て
定
数
を
ふ
や
す
こ

と
、
さ
ら
に
将
来
に
余
力
を
残
し
て
五
十
五

名
の
線
を
打
ち
出
し
た
こ
と
は
、
周
到
な
考

え
に
よ
る
も
の
と
し
て
賛
意
を
表
す
る
。

石
野
寿
満
子
氏
－
反
対
ー

　
定
数
増
は
、
多
数
の
意
思
の
反
映
と
い
う

民
主
政
治
の
原
則
か
ら
は
理
解
で
き
る
が
、

緊
縮
財
政
を
基
本
と
し
て
仕
事
を
し
て
い
る

区
の
財
政
事
情
の
中
で
こ
れ
を
す
る
こ
と
が

住
民
に
何
ぽ
ど
の
利
益
を
も
た
ら
す
か
。

　
む
し
ろ
、
十
名
増
に
よ
り
要
す
る
年
間
二

千
万
円
と
い
う
経
費
を
、
住
民
の
要
求
す
る

事
業
、
施
設
の
充
実
に
ふ
り
向
け
る
こ
と
が

民
意
の
反
映
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
定
数
増
の
問
題
は
、
財
政
的
な
余
裕
が
出

た
と
き
に
検
討
す
れ
ば
よ
い
。

吉
見
照
子
氏
－
賛
成
－

　
人
口
と
議
員
数
と
の
対
比
を
見
る
と
、
干

代
田
区
の
二
干
五
百
人
に
一
人
に
対
し
世
田

谷
区
は
一
万
五
千
人
に
一
人
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
実
態
か
ら
議
員
活
動
に
無
理
な
負
担

が
重
な
り
、
よ
い
ア
イ
デ
ァ
が
生
ま
れ
て
こ

な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
主
婦
の
生
活
感
覚

訟滋ニヌ撫聾毘α曽」幽恥祷α塔⑳競脳｛螂α・盈恥望融曽鋤孜盤敷麗電⑳鞠職つ潤f貌唱磁盟熈購

●
区
議
会
だ
よ
り
に
関
す
る
意
見
、

要
望
等
活
発
な
投
書
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

●
区
議
会
だ
よ
り
は
区
役
所
受
付
、

支
所
、
出
張
所
の
窓
口
に
備
え
て
あ

り
ま
す
の
で
御
利
用
く
だ
さ
い
。

　
あ
て
先

世
田
谷
区
世
田
谷
四
の
二
一
の
二
七

　
　
世
田
谷
区
議
会
事
務
局

　
パ
ス
の
大
き
さ
に
工
夫
を

　
バ
ス
道
路
の
交
通
難
は
バ
ス
の
往
復
が
頻

繁
で
あ
る
た
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
道
路
に

比
較
し
て
バ
ス
が
大
き
過
ぎ
る
た
め
に
、
道

路
の
保
全
難
と
交
通
の
危
険
及
び
渋
滞
を
来

た
し
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
こ
れ
を
廃
止

す
る
こ
と
が
住
民
の
生
活
に
混
乱
と
多
大
の

被
害
を
与
え
る
の
で
あ
っ
た
ら
、
当
面
の
対

策
と
し
て
、
一
番
実
現
の
容
易
な
の
は
、
バ

ス
を
小
型
に
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
予

算
を
要
す
る
こ
と
で
す
が
、
道
路
を
改
修
し

た
り
、
道
幅
を
広
げ
る
こ
と
に
比
ぺ
れ
ば
一

番
簡
単
で
す
。
現
在
使
用
の
パ
ス
は
、
他
に

補
充
を
要
す
る
会
社
も
あ
り
ま
し
ょ
う
か
ら
、

こ
れ
を
売
σ
払
っ
て
小
型
の
バ
ス
を
購
入
す

る
こ
と
で
す
。
こ
の
バ
ス
路
線
は
、
そ
れ
ほ

ど
混
ん
で
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
車
体
が

大
き
い
の
で
、
す
れ
違
い
に
困
難
を
極
め
、

そ
の
た
め
に
は
な
は
だ
し
く
渋
滞
す
る
の
で

す
。
現
在
、
営
業
の
バ
ス
会
社
が
、
そ
れ
で

は
採
算
が
合
わ
ぬ
（
と
れ
ぬ
）
と
い
う
の
で

し
た
ら
、
大
型
廃
止
の
案
を
生
か
し
て
一
応

や
め
て
も
ら
い
、
小
型
バ
ス
で
も
営
業
し
た

い
と
い
う
他
の
事
業
家
に
許
可
す
れ
ば
い
い

と
思
い
ま
す
。
最
近
、
団
地
に
お
い
て
モ
グ

リ
の
乗
合
自
動
車
が
あ
ら
わ
れ
て
問
題
と
な

っ
た
が
、
あ
の
例
を
見
て
も
、
責
任
あ
る
経

営
者
が
現
れ
る
こ
と
は
必
然
だ
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
現
在
こ
の
路
線
で
営
業
し
て
い

る
パ
ス
会
社
に
は
既
得
権
の
あ
る
こ
と
で
す

か
ら
、
小
型
と
い
う
条
件
さ
え
の
め
ば
、
多

少
の
補
助
を
し
て
も
、
現
在
の
営
業
者
に
ま

か
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
脚
こ
と
は
申
す
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
て
当
面
の
難
を
避

け
、
将
来
の
根
本
策
を
お
も
む
ろ
に
計
画
し

て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
（
北
沢
三
の
二
四
の
一
四
　
木
村
荘
十
）

保
存
に
困
る
区
膿
会
だ
よ
り
の
サ
イ
ズ

「
区
の
お
し
ら
せ
」
の
サ
イ
ズ
の
こ
と
で
す

き
K
き
奪
き
き
き

か
ら
考
え
ら
れ
る
。

　
定
数
増
が
区
政
に
直
接
大
き
な
効
果
を
生

む
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
増
員
で
生
じ
た

ゆ
と
り
に
よ
り
、
声
な
き
声
を
よ
く
聞
い
て

区
民
の
し
あ
わ
せ
の
た
め
に
働
い
て
く
れ
る

と
い
う
期
待
を
抱
い
て
い
る
。

　
区
の
財
政
事
情
か
ら
見
て
、
五
十
五
名
が

妥
当
だ
。

赤
岩
勝
美
氏
ー
反
対
－

　
議
会
が
住
民
の
要
求
を
真
に
反
映
す
る
た

め
に
努
力
し
、
地
方
自
治
に
対
す
る
不
当
な

圧
迫
を
は
ね
返
す
立
場
に
立
つ
こ
と
を
前
提

に
し
て
、
議
員
数
は
、
住
民
の
発
言
権
を
拡

大
す
る
と
い
う
点
か
ら
、
で
き
る
だ
け
多
い

ほ
う
が
望
ま
し
い
。

　
ま
た
、
年
々
議
会
権
限
が
縮
小
さ
れ
て
い

く
中
で
執
行
権
に
対
す
る
住
民
監
視
を
強
め

る
た
め
に
は
、
複
雑
多
面
化
す
る
行
政
の
各

分
野
に
議
員
が
十
分
精
通
し
、
十
分
な
人
数

で
論
議
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
て
ば
、
法
定
数
の

六
十
人
ま
で
引
き
上
げ
な
け
れ
ば
議
会
は
そ

の
権
能
を
十
分
に
発
揮
で
き
な
い
。

藤
田
義
郎
氏
－
賛
成
－

　
地
方
自
治
に
対
す
る
国
家
統
制
、
官
僚
支

配
を
排
除
す
る
に
は
、
地
方
議
会
に
は
な
る

が
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
正
方
形
の
標
準
サ
イ

ズ
に
合
わ
な
い
も
の
を
使
う
の
で
す
か
。
保

存
に
も
フ
ァ
イ
ル
に
も
困
り
ま
す
。
B
5
か

A
4
サ
イ
ズ
に
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

「
区
議
会
だ
よ
り
」
の
サ
イ
ズ
も
先
ご
ろ
ま

で
B
5
を
使
っ
て
い
た
の
に
急
に
「
区
の
お

知
ら
せ
」
と
同
じ
に
し
ま
し
た
が
、
両
方
を

共
通
に
す
る
な
ら
、
標
準
サ
イ
ズ
に
し
て
く

だ
さ
い
。
左
扉
、
右
扉
も
合
わ
せ
て
く
だ
さ

さ
い
。

　
（
玉
川
奥
沢
町
三
の
八
四
　
石
引
一
朗
）

1
係
か
ら
ト

　
「
区
議
会
だ
よ
り
」
の
サ
イ
ズ
は
、
創
刊

号
か
ら
区
の
「
お
し
ら
せ
」
と
統
一
を
は
か

り
ま
し
た
。

　
新
聞
に
折
り
込
ま
れ
る
た
く
さ
ん
の
チ
ラ

シ
の
中
で
、
ど
う
し
た
ら
区
の
広
報
紙
を
み

な
さ
ん
の
目
に
と
め
る
か
い
ろ
い
ろ
苦
心
の

末
、
こ
の
よ
う
な
サ
イ
ズ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
サ
イ
ズ
は
統
一
し
ま
し
た
が
、
発
行
す
る

区
長
側
、
議
会
側
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
編
集
方

針
を
立
て
て
発
行
し
ま
す
か
ら
、
活
字
も
横

組
み
縦
組
み
の
違
い
が
で
て
き
ま
し
た
。
工

夫
し
て
フ
ァ
イ
ル
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
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べ
く
多
く
の
人
が
出
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
ま
た
最
近
の
議
員
活
動
は
、
議
員
本
来
の

職
分
に
と
ど
ま
ら
ず
、
た
よ
る
こ
と
の
で
き

な
い
庶
民
大
衆
の
日
常
問
題
ま
で
解
決
に
身

を
さ
く
こ
と
を
強
い
ら
れ
な
が
ら
、
増
員
に

ょ
る
経
費
を
云
々
さ
れ
る
こ
と
を
こ
の
際
謙

虚
に
反
省
す
べ
き
だ
。
法
律
上
六
十
名
に
で

で
き
る
と
こ
ろ
を
五
十
五
名
で
押
え
た
こ
と

は
、
謙
虚
な
気
持
ち
の
あ
ら
わ
れ
と
思
う
。

　
さ
ら
に
増
員
案
は
、
三
党
か
ら
、
五
十
名

五
十
五
名
、
六
十
名
と
い
う
主
張
が
出
さ
れ

た
と
聞
い
た
が
、
自
民
党
が
「
足
し
て
三
で

割
る
方
式
」
で
五
十
五
名
案
を
打
ち
出
し
て

き
た
こ
と
は
、
少
数
意
見
を
尊
重
し
た
「
政

治
の
妥
協
」
と
し
て
理
解
で
き
る
。

羨猫

概嘱

　
5
月
5
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」
に
開
園
し

た
「
砧
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
」
は
、
喜
び
は

し
ゃ
ぐ
子
ど
も
の
声
で
は
ち
き
れ
ん
ば
か
り

で
す
。

　
こ
の
公
園
は
、
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園

の
二
倍
の
広
さ
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
都
で
も

こ
の
中
に
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
家

族
そ
ろ
っ
て
明
か
る
い
太
陽
と
静
か
な
緑
の

自
然
を
満
喫
し
、
楽
し
い
一
日
を
す
ご
せ
る

よ
う
に
と
の
も
り
だ
く
さ
ん
な
計
画
を
立
て

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
し
か
も
こ
の
田
園
情
緒
豊
か
な
公
園
は
、

区
が
い
ま
建
設
中
の
総
合
運
動
場
と
隣
り
合

わ
せ
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
道
路
を
ま
た
い

で
相
互
を
結
ぶ
架
け
橋
な
ど
の
計
画
も
、
都

と
区
の
間
で
話
し
合
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
計
画
が
全
部
完
成
す
れ
ば
、
砧

緑
地
一
帯
は
、
ま
さ
に
都
民
の
オ
ア
シ
ス
と

な
る
で
し
ょ
う
。

　
区
議
会
と
し
て
も
、
ゴ
ル
フ
場
の
開
放
に

は
ず
い
分
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
ん

ど
は
早
く
よ
い
施
設
を
つ
く
る
よ
う
、
一
そ

う
声
を
大
き
く
し
て
叫
け
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

4



、

8月1日世田谷区議会だより

　
　
　
　
　
　
事
業
の
進
行
は
順
調
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
自
由
民
主
党
1

◆
　
本
年
度
予
算
の
執
行
状
況
は
順
調
か
。

と
く
に
前
年
移
管
さ
れ
た
事
務
事
業
に
多
く

の
繰
り
越
し
を
生
む
こ
と
が
あ
れ
ば
、
わ
れ

わ
れ
の
意
図
す
る
自
治
権
の
拡
充
に
、
大
き

な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
見
通
し
は

ど
う
か
。

　
　
予
算
編
成
段
階
で
、
全
事
業
執
行
計
画

を
見
通
す
こ
と
は
困
難
だ
。
早
め
に
予
算
を

補
正
し
た
い
が
、
財
政
調
整
と
の
関
係
で
そ

れ
が
お
く
れ
、
繰
り
越
し
を
生
ず
る
の
は
残

念
だ
が
や
む
を
得
な
い
。
し
か
し
本
年
度
は
、

進
行
管
理
に
意
を
注
い
で
い
る
の
で
、
改
善

さ
れ
る
と
思
う
。

◆
　
本
年
度
予
算
の
編
成
に
際
し
て
、
税
収

を
低
ぐ
見
積
も
り
す
ぎ
な
か
っ
た
か
。
財
政

調
整
で
再
調
整
さ
れ
る
心
配
は
な
い
の
か
。

　
　
安
全
性
を
考
慮
し
、
控
え
め
な
数
字
を

見
積
も
っ
た
。
財
政
調
整
は
現
在
折
衝
中
だ

が
、
大
体
昨
年
な
み
の
交
付
金
が
受
け
ら
れ

る
と
の
見
通
し
を
立
て
て
い
る
。

◆
　
よ
う
や
く
確
保
し
た
砧
区
民
会
館
用
地

が
、
現
在
、
児
童
遊
園
、
土
木
材
料
置
場
に

使
用
さ
れ
て
い
る
。
い
つ
に
な
っ
た
ら
本
来

の
目
的
を
実
現
す
る
の
か
。

　
　
買
収
当
時
の
目
的
に
沿
っ
て
使
用
し
た

い
が
、
建
設
時
期
は
、
財
源
、
他
の
施
設
建

窟
ポ
ー
－
ヤ
ー

　
日
ご
ろ
も
の
お
じ
し
な
い
議
員
さ
ん
も

カ
メ
ラ
に
じ
っ
と
見
つ
め
ら
れ
る
と
ヨ
ワ

イ
。
な
ま
あ
く
び
を
か
み
こ
ろ
し
な
が
ら

身
じ
ろ
ぎ
ひ
と
つ
し
な
い
人
。
ハ
ッ
ス
ル

設
計
画
と
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
決
め
た
い
。

擢
ら
公
選
蜂
鵜

◆
　
区
長
公
選
の
運
動
は
、
去
る
6
月
6
日

に
各
特
別
区
の
議
会
が
進
め
て
開
か
れ
た
自

治
権
拡
充
区
民
大
会
や
、
社
会
党
の
区
長
公

選
法
案
提
出
な
ど
、
活
発
化
し
つ
つ
あ
る
。

真
に
住
民
の
意
思
を
反
映
す
る
立
場
で
都
、

国
の
政
策
に
対
処
す
る
に
は
、
区
長
は
公
選

区
長
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
る
が
、
区

長
公
選
を
区
民
に
訴
え
、
区
民
の
意
見
を
聞

く
意
欲
が
あ
る
か
。
ま
た
、
憲
法
に
保
障
さ

れ
た
首
長
を
選
挙
す
る
住
民
の
基
本
的
権
利

が
、
現
在
否
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど
う
対
処
す
る
か
。

　
　
区
長
公
選
に
は
賛
成
だ
。
そ
の
た
め
の

法
改
正
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。
法
改
正
に

い
た
ら
な
い
間
の
具
体
的
な
運
動
に
つ
い
て

は
、
部
内
で
検
討
の
上
こ
れ
に
協
力
す
る
心

が
ま
え
だ
が
、
い
ざ
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
点
で
、
区
長
の
席
に
空
白
を
置
く
よ

う
な
こ
と
で
は
区
政
に
マ
イ
ナ
ス
だ
と
思
う
。

纏
順
地
．
活
用
雄
験

◆
　
区
内
緑
地
は
、
必
ず
し
も
膨
張
す
る
人

口
、
住
宅
に
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

住
宅
政
策
、
道
路
計
画
に
対
応
し
て
、
緑
地

を
区
行
政
の
上
に
有
機
的
価
値
を
生
ま
せ
る

た
め
の
構
想
は
な
い
か
。

　
　
当
面
、
首
都
圏
整
備
法
の
改
正
に
よ
り
、

緑
地
地
域
も
含
め
て
整
備
開
発
し
よ
う
と
い

う
の
が
国
、
都
の
方
針
の
よ
う
だ
。
区
と
し

て
も
、
そ
の
計
画
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

写
し
た
し
ろ
う
と
写
真
で
は
ど
う
も
と
い

う
わ
け
で
、
区
内
の
写
真
集
団
の
協
力
を

得
て
、
6
月
定
例
会
の
も
よ
う
を
パ
チ
リ

パ
チ
リ
撮
り
ま
く
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
。

大
恐
慌
を
来
た
し
た
の
が
女
性
議
員
。

あ
わ
て
て
顔
を
直
す
や
ら
、
ひ
と
の
ア
ク

騰
響
欝
瞭
璽
幽
幽

と
は
違
っ
た
雰
囲
気
に
い
さ
さ
か
と
ま
ど

い
ぎ
み
。

　
こ
と
の
次
第
は
こ
う
だ
。

こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
議
会
活
動
を
伝
え
る

も
の
を
発
行
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
の
だ
が
、
か
ん
じ
ん
の
写
真
が
職
員
の

セ
サ
リ
ー
で
お
し
ゃ
れ
す
る
や
ら
。

「
こ
う
い
う
こ
と
は
早
く
、
、
、
H
っ
て

く
れ
な
き
ゃ
ヒ
ド
イ
ワ
」
と
事
務

局
職
員
に
流
れ
玉
。

　
そ
れ
で
も
、
焼
き
上
が
っ
た
写
真
を
こ

っ
そ
り
の
ぞ
き
こ
み
、
思
い
の
ほ
か
い
い

ポ
ー
ズ
で
撮
れ
て
い
る
の
に
相
好
を
く
ず

し
て
ニ
コ
ニ
コ
。
「
雀
百
ま
で
」
と
は
よ

く
い
っ
た
も
の
。
　
　
　
　
1
編
集
子
1

必
要
な
個
所
を
区
画
整
理
し
て
開
発
し
た
い
。

◆
　
永
久
選
挙
人
名
簿
作
製
の
た
め
の
資
格

調
査
に
あ
わ
せ
て
、
住
民
登
録
実
態
調
査
を

行
な
う
と
い
う
が
、
い
ま
ま
で
住
民
登
録
を

し
て
い
な
い
住
民
が
、
罰
則
を
お
そ
れ
て
資

格
調
査
に
応
じ
な
い
場
合
、
住
民
か
ら
選
挙

権
を
奪
う
お
そ
れ
が
あ
る
。
ど
う
対
処
す
る

か
。

1
住
民
登
録
実
態
調
査
に
応
じ
な
く
と
も
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
資
格
が
あ
れ
ば

登
録
す
る
。

◆
　
中
小
企
業
近
代
化
資
金
は
、
貸
付
基
準
、

利
率
な
ど
か
ら
考
え
て
ご
く
一
部
の
企
業
し

か
利
用
で
き
な
い
と
思
う
。
過
日
の
新
聞
に
、

す
で
に
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
う
記

事
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
具
体
的
な
例
を
あ
げ

よ
。
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
制
度
を
あ
ら
た

め
、
貸
付
額
を
少
額
に
し
、
多
く
の
小
企
業

者
に
益
す
る
よ
う
に
と
の
計
画
は
な
い
か
。

　
　
融
資
後
一
年
し
か
経
過
し
て
い
な
い
段

階
で
、
成
果
を
云
々
す
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、

大
体
良
い
方
に
向
か
っ
て
い
る
と
思
う
。
近

代
化
と
い
う
目
的
か
ら
考
え
て
、
融
資
金
を

細
分
す
る
こ
と
は
ど
う
か
と
思
う
。

　
　
人
間
を
無
視
す
る
高
速
道
路
計
画

▽
　
　
1
共
産
党
1

◆
外
郭
環
状
線
、
高
速
道
路
3
・
4
号
線

計
画
が
、
関
係
地
域
住
民
に
大
き
な
脅
威
を

与
え
て
い
る
。
区
が
巨
費
を
投
じ
て
建
設
中

の
総
合
運
動
場
に
も
障
害
を
及
ぼ
し
て
い
る

が
、
区
長
が
こ
の
計
画
を
知
っ
た
の
は
い
つ

か
。
こ
の
計
画
を
決
定
し
た
都
側
の
態
度
は
、

非
民
主
的
き
わ
ま
る
し
、
人
間
非
尊
重
の
考

え
に
終
始
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
計
画
の

価
値
を
疑
問
視
す
る
学
者
の
意
見
も
あ
る
が
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
ど
う
感
じ
て
い
る
か
。
さ

ら
に
、
予
定
線
上
の
自
治
体
で
は
、
首
長
、

議
会
が
住
民
と
一
緒
に
反
対
に
立
ち
上
っ
た

と
こ
ろ
も
あ
る
。
区
長
は
こ
の
計
画
案
の
撤

回
、
再
検
討
を
要
求
す
る
用
意
は
な
い
か
。

　
　
計
画
は
、
非
公
式
に
は
昨
秋
知
っ
た
。

計
画
決
定
は
都
側
の
や
っ
た
こ
と
で
、
そ
の

仕
方
に
つ
い
て
云
々
す
る
必
要
は
な
い
。
こ

の
道
路
が
完
成
し
た
場
合
、
世
田
谷
区
に
と

っ
て
よ
い
結
果
を
も
た
ら
す
も
の
と
一
応
は

考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
実
施
段
階
で
個
人
の

利
害
、
感
情
に
は
十
分
配
慮
す
べ
き
と
思
う
。

計
画
の
再
検
討
を
要
求
す
る
意
思
は
な
い
。

◆
　
経
堂
町
四
四
八
か
ら
船
橋
町
一
、
〇
六

四
、
上
北
沢
町
一
ノ
一
九
八
の
道
路
計
画
は
、

危
険
な
カ
ー
ブ
、
三
差
路
な
ど
、
交
通
事
故

を
誘
発
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　
　
カ
ー
ブ
地
点
は
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ

て
い
る
が
、
三
差
路
は
接
続
す
る
道
路
か
ら

見
て
や
む
を
得
な
い
。

◆
　
船
橋
小
学
校
校
地
が
、
環
8
道
路
用
地

と
し
て
削
ら
れ
、
さ
ら
に
区
画
整
理
に
よ
り

五
〇
〇
坪
減
歩
さ
れ
る
と
い
う
。
区
は
減
歩

さ
れ
な
い
よ
う
手
を
打
つ
べ
き
だ
。

（
灘
識
灘
纒
聴
麟
礁
嘘
蝿
）

　
　
区
有
地
で
あ
っ
て
も
減
歩
さ
れ
る
。
し

か
し
、
学
校
の
場
合
は
「
地
積
に
特
別
の
考

慮
を
払
う
」
と
い
う
救
済
規
定
が
あ
る
。
で

き
る
だ
け
区
側
の
主
張
を
伝
え
て
善
処
し
た

い
。

◆
　
旧
烏
山
小
学
校
跡
地
は
、
区
の
無
策
ぶ

り
を
さ
ら
け
出
し
て
い
る
現
況
だ
。
京
王
線

を
は
さ
ん
だ
南
北
の
道
路
を
拡
幅
す
る
と
い

う
が
、
ど
れ
を
指
す
の
か
。
告
示
、
着
手
の

時
期
は
い
つ
か
。

　
　
本
格
的
な
活
用
は
、
市
街
地
改
造
計
画

と
に
ら
み
合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
る
。
当
面
、

学
校
の
残
骸
は
取
り
除
き
、
児
童
遊
園
、
土

木
材
料
置
場
と
し
て
整
備
す
る
。
学
校
跡
地

に
沿
っ
た
道
路
を
一
ニ
メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
す

る
。
早
速
地
元
で
説
明
会
を
持
ち
、
並
行
し

て
告
示
の
予
定
だ
。

◆
　
入
院
三
カ
月
以
上
の
長
期
療
養
者
に
見

舞
品
を
支
給
す
る
考
え
は
な
い
か
。
要
保
護

者
に
対
す
る
見
舞
金
は
増
額
し
な
い
の
か
。

　
　
生
保
適
用
患
者
に
は
見
舞
金
を
支
給
す

る
。
そ
れ
以
外
は
考
え
て
い
な
い
。
金
額
は

昨
年
比
三
〇
〇
円
増
額
し
て
い
る
。

◆
　
都
立
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
総
合
研
究
所
の
、

放
射
性
物
質
、
危
険
区
域
に
対
す
る
管
理
の

ル
ー
ズ
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
調
査
機
関

を
設
け
て
こ
れ
に
あ
た
る
考
え
は
な
い
か
。

周
辺
住
民
の
健
康
診
断
は
必
要
な
い
か
。
事

故
、
災
害
時
に
お
け
る
対
策
は
。

　
　
区
と
し
て
も
調
査
を
進
め
、
必
要
と
あ

れ
ば
調
査
機
関
を
設
け
る
。
健
康
診
断
は
都

の
責
任
に
お
い
て
行
な
う
ぺ
き
だ
。
防
災
会

議
で
は
取
り
上
げ
た
こ
と
は
な
い
。

◆
　
P
T
A
負
担
の
軽
減
は
、
再
三
指
摘
し

て
い
る
が
、
父
兄
か
ら
の
苦
情
が
絶
え
な
い
。

　
　
後
援
会
的
経
費
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度

効
果
を
あ
げ
て
い
る
。
引
き
続
き
努
力
し
た

い
。

5
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主
目

一
三

司

　
五
十
二
件
の
請
願
・
陳
情
が
各
委
員
云

審
査
を
終
っ
て
、
5
月
27
日
の
臨
時
会
と
6

月
30
日
の
定
例
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
採
択
、
意
見
付
採
択
さ
れ
た
請
願
・
陳
情

は
区
長
、
教
育
委
員
会
で
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望

に
沿
う
よ
う
処
理
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
結
論
の
出
な
か
っ
た
も
の
、

新
た
に
付
託
し
た
も
の
あ
わ
せ
て
二
十
件
に

つ
き
ま
し
て
は
、
議
会
閉
会
中
に
委
員
会
で

審
議
さ
れ
ま
す
。

　
　
第
一
回
臨
時
会
議
決
分

④
旧
夢
　
　
総
務
財
政
委
員
会

●
砧
第
六
出
張
所
開
設
に
つ
い
て
の
陳
情
－

取
下
承
認
I

p
●
た
ば
こ
消
費
税
増
収
活
動
に
助
成
金
の
請

願
－
取
下
承
認
i

●
町
会
自
治
会
の
助
成
に
関
す
る
講
願
－
取

下
承
認
1

●
韓
国
国
籍
を
朝
鮮
国
籍
に
変
更
す
る
こ
と

に
関
す
る
講
願
－
一
部
採
択
一
部
不
採
択
1

　
　
（
理
由
）
世
界
人
権
宣
言
を
尊
重
す
る
こ

　
と
に
つ
い
て
は
、
十
分
趣
旨
に
沿
う
よ
う

　
努
力
す
る
。
後
段
に
つ
い
て
は
願
意
に
沿

　
い
が
た
い
。

　
　
▽
星
経
済
奮
会

●
住
居
表
示
に
関
す
る
請
願
（
下
馬
三
丁
目
）

1
不
採
択
1

　
　
（
理
由
）
願
意
に
沿
い
が
た
い
。

●
都
立
松
沢
病
院
敷
地
の
一
部
開
放
に
つ
い

て
陳
情
－
意
見
付
採
択
－

　
　
（
意
見
）
願
意
に
つ
い
て
は
了
と
す
る
が

　
湖
放
後
の
施
設
設
置
に
つ
い
て
は
検
討
し

　
た
い
。

●
身
障
福
祉
総
合
セ
ン
タ
i
誘
致
に
関
す
る

陳
情

●
重
度
歩
行
障
害
者
基
本
対
策
促
進
の
請
願

－
以
上
二
件
不
採
択
1

　
　
（
理
由
）
本
請
願
の
趣
旨
は
東
京
都
に
お

　
い
て
取
上
げ
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

F
の
で
、
当
区
と
し
て
は
願
意
に
沿
い
が
た

　
い
。

●
用
賀
商
店
会
事
務
所
建
設
助
成
金
の
陳
情

－
不
採
択
1

　
　
（
理
由
）
願
意
に
沿
い
が
た
い
。

●
若
林
地
域
に
福
祉
会
館
建
設
の
講
願

●
福
祉
会
館
設
置
に
つ
い
て
の
請
願
（
代
沢

地
区
）

●
福
祉
会
館
（
北
沢
地
区
）
建
設
に
関
す
る

請
願
ー
以
上
三
件
意
見
付
採
択
1
．

　
（
意
見
）
全
体
計
画
を
勘
案
し
、
適
地
が

　
あ
れ
ば
建
設
計
画
の
中
に
織
込
み
た
い
。

●
経
堂
地
区
福
祉
会
館
建
設
の
設
計
に
つ
い

て
の
講
願
ー
採
択
－

●
健
保
改
正
反
対
そ
の
他
社
会
保
障
の
充
実

に
関
す
る
講
願
－
意
見
付
採
択
1

　
（
意
見
）
願
意
に
つ
い
て
は
了
と
し
、
今

　
後
改
善
に
努
力
す
る
も
、
議
会
意
思
の
反

　
映
に
つ
い
て
は
一
任
さ
れ
た
い
。

●
公
共
料
金
並
に
国
民
健
康
保
険
料
金
値
上

げ
反
対
に
関
す
る
請
願
　
二
件
－
意
見
付
採

択
1

　
（
意
見
）
請
願
の
趣
旨
は
了
と
す
る
が
、

　
決
議
に
つ
い
て
は
議
会
意
思
統
一
後
検
討

　
し
た
い
。

●
水
道
料
金
値
上
げ
反
対
に
関
す
る
請
願

ー
意
見
付
採
択
1

　
（
意
見
）
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
し
た
い
。

●
区
立
保
育
園
設
置
に
関
す
る
講
願
－
採
択
1

●
砧
小
学
校
学
区
内
の
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
設

置
に
関
す
る
講
願
－
意
見
付
採
択
1

　
（
意
見
）
全
体
計
画
を
勘
案
し
努
力
し
た

●
保
育
所
措
置
費
等
に
関
す
る
講
願
ー
意
見

付
採
択
ー

　
（
意
見
）
保
育
所
措
置
費
徴
収
金
を
昭
和

　
39
年
7
月
以
前
に
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い

　
が
、
父
母
負
担
が
増
加
し
な
い
よ
う
配
慮

　
し
た
い
。
公
私
立
の
格
差
是
正
、
保
母
の

　
増
員
等
に
つ
い
て
も
趣
旨
に
沿
う
よ
う
努

　
力
し
た
い
。

●
肢
体
不
自
由
意
ど
に
関
す
る
講
願
－
意
見

付
採
択
1

　
（
意
見
）
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
し
た
い
。

　
「
い
こ
い
の
家
」
な
ど
に
つ
い
て
は
十
分

　
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
八
幡
山
地
域
学
童
保
育
促
進
に
関
す
る
陳

情
－
意
見
付
採
折
1

　
■
（
意
見
）
全
体
計
画
を
勘
案
し
努
力
し
た

　
い
Q

●
配
水
管
新
設
に
関
す
る
陳
情
（
喜
多
見
町

三
、
九
四
五
付
近
）

　
（
意
見
）
願
意
に
沿
う
よ
う
都
当
局
へ
要

　
請
し
た
い
。

●
保
護
司
会
活
動
の
助
成
に
つ
い
て
の
請
願

－
不
採
択
ー

　
（
理
由
）
相
談
所
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お

　
り
配
慮
す
る
が
事
務
室
と
し
て
の
提
供
と

　
4
1
年
度
補
助
金
の
増
額
に
つ
い
て
は
願
意
．

　
に
沿
い
が
た
い
。

●
区
立
砧
保
育
園
保
母
に
関
す
る
請
願
－
採

択
ー

●
原
爆
被
災
者
救
援
に
関
す
る
請
願
－
採
択
－

●
生
活
保
護
世
帯
並
に
準
要
保
護
世
帯
の
生

活
向
上
に
対
し
て
の
援
助
に
関
す
る
請
願
－

意
見
付
採
択
1

　
（
意
見
）
生
活
保
護
世
帯
、
準
要
保
護
世
帯

　
に
対
す
る
援
助
に
つ
い
て
は
漸
次
努
力
し

　
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
請
願
の
趣

　
旨
に
つ
い
て
も
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
多
　
　
建
設
委
員
会

●
世
田
谷
砧
ゴ
ル
フ
場
の
解
放
に
関
す
る
講

願
ー
意
見
付
採
択
i

　
（
意
見
）
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
し
た
い
。

●
道
路
に
関
す
る
陳
情
（
野
沢
町
一
ノ
八
八

番
地
先
私
道
）
i
不
採
択
1

　
へ
意
兄
）
願
意
に
沿
い
が
た
い
。

●
東
京
都
世
田
谷
清
掃
工
場
設
置
反
対
に
関

す
る
請
願
－
取
下
承
認
ー

●
小
公
園
の
増
設
、
既
存
公
園
の
改
修
整
備

等
に
つ
い
て
陳
情
－
採
択
1

●
水
道
道
路
に
つ
い
て
の
請
願
（
上
北
沢
一

丁
目
～
船
橋
町
二
五
先
）
i
意
見
付
採
択
1

　
（
意
見
）
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
す
る
。

●
私
道
上
に
お
け
る
街
路
灯
に
関
す
る
請
願

－
意
見
付
採
択
1

　
（
意
見
）
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
す
る
。

●
区
道
新
設
計
画
に
就
て
の
請
願
（
船
橋
町

一
、
〇
六
八
番
地
・
上
北
沢
一
丁
目
一
九
八

番
地
先
）
1
意
見
付
採
択
1

　
（
意
見
）
で
き
る
だ
け
要
望
に
沿
う
よ
う

　
努
力
し
た
い
。

幽
　
　
文
教
奮
会

●
旭
小
学
校
老
朽
校
舎
改
築
に
関
す
る
請
願

－
採
択
1

●
学
校
医
会
研
究
助
成
費
に
関
す
る
請
願
－

取
下
承
認
1

●
緑
丘
中
学
校
校
舎
改
築
に
関
す
る
請
願
－

採
択
1

●
区
立
中
学
校
設
備
、
補
修
、
整
備
等
に
関

す
る
陳
情
－
採
択
1

●
区
立
奥
沢
小
学
校
校
舎
改
築
に
関
す
る
請

願
－
採
択
1

●
生
活
保
護
世
帯
並
び
に
準
要
保
護
世
帯
の

児
童
に
対
す
る
教
育
費
用
全
額
支
給
に
関
す

る
請
願
－
意
見
付
採
択
1

　
（
意
見
）
実
情
を
十
分
検
討
し
願
意
に
沿

　
う
よ
う
努
力
す
る
。

」
r
交
通
対
策
委
員
会

●
砧
小
学
校
児
童
の
横
断
、
安
全
確
保
の
た

め
の
跨
道
橋
新
設
に
つ
い
て
の
陳
情
－
意
見

付
採
択
1

　
（
意
見
）
現
状
に
お
い
て
は
跨
道
橋
新
設

　
は
困
難
で
あ
る
の
で
、
信
号
機
の
設
置
に

努
力
し
た
い
。

●
学
童
通
学
路
に
跨
道
橋
設
置
に
つ
い
て
請

願
（
甲
州
街
道
バ
イ
パ
ス
鳥
山
町
一
九
二
三

番
地
先
）
1
採
択
1

●
横
断
道
路
信
号
機
設
置
請
願
－
採
択
1

●
水
道
道
路
に
つ
い
て
の
請
願
（
上
北
沢
一

丁
目
～
船
橋
町
二
五
先
）
1
意
見
付
採
択
1

　
（
意
見
）
関
係
方
面
に
要
講
し
趣
旨
に
沿

　
う
よ
う
努
力
す
る
。

●
砧
地
区
内
に
お
け
る
バ
ス
運
行
廃
止
延
期

方
に
つ
い
て
請
願
ー
意
見
付
採
択
ー

　
（
意
見
）
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
す
る
。

第
二
回
定
例
会
議
決
分

　
タ
厚
生
経
済
委
員
会

●
長
期
療
養
者
見
舞
品
支
給
等
に
関
す
る
請

願
ー
一
部
意
見
付
採
択
、
一
部
採
択
1

　
（
意
見
）
長
期
療
養
者
に
対
す
る
見
舞
品

　
の
支
給
は
さ
ら
に
検
討
し
た
い
。
生
活
保

　
護
者
に
対
す
る
見
舞
品
は
で
き
る
だ
け
増

　
額
に
努
力
し
た
い
。

　
β
建
設
委
員
会

●
（
越
盆
手
当
支
給
等
に
関
す
る
）
夏
期
請

願●
（
夏
季
手
当
支
給
等
に
関
す
る
）
夏
季
措

置
の
請
願
－
以
上
二
件
意
見
付
採
択
1

　
（
意
見
）
他
区
と
の
均
衡
と
実
情
を
勘
案

　
し
、
可
能
な
範
囲
に
お
い
て
講
願
の
趣
旨

　
に
沿
う
よ
う
努
力
す
る
。

　
　
ぞ
　
文
教
委
員
会

●
屋
内
体
育
館
建
設
促
進
に
つ
い
て
の
請
願

－
採
択
ー

●
区
立
幼
稚
園
設
置
に
関
す
る
講
願
ー
意
見

付
採
択
1

　
（
意
見
）
願
意
に
つ
い
て
は
了
承
す
る
が

　
こ
の
区
域
に
幼
稚
園
設
置
に
つ
い
て
は
、

　
全
体
計
画
を
検
討
し
、
実
現
に
努
力
し
た

　
ン
　
の、

⑳
隈
交
通
対
策
奮
会

●
バ
ス
路
線
廃
止
反
対
に
関
す
る
請
願

●
バ
ス
路
線
廃
止
反
対
の
請
願
ー
以
上
二
件

意
見
付
採
択
i

　
　
（
意
見
）
区
当
局
に
も
対
策
を
講
じ
さ
せ

　
関
係
方
面
に
働
き
か
け
て
、
願
意
に
沿
う

よ
う
努
力
す
る
。
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